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副校長 大澤 隆 

豊かな関わりの中で 

早いもので、進級・新入学した昨年の春から一年が経とうとしています。 

3月 19日（水）には、第 75回卒業証書授与式が行われ、学校運営協議会委員の皆様をはじめと

した来賓の皆様、保護者の皆様、本校職員に見守られ、そして在校生代表である 5 年生児童に見送

られて、66名の卒業生が巣立っていきました。改めまして、ご臨席いただきました皆様、本当にあ

りがとうございました。 

「これまでの感謝の気持ちを式の中で伝えたい。」という思いで臨んだ卒業生の姿には、これま

での成長の証が表れていました。また、緊張しながらも立派に在校生代表としての務めを果たした

5 年生の姿からは、「6 年生の思いを受け、次のリーダーとして頑張っていきたい。」という思い

が伝わってきました。 

式次第の中で、「卒業生より」というものがあり、卒業生一人ひとりが、これまでの思い出や感

謝の気持ちを、一言ずつですが言葉にして、66人でつなぎました。その中では、「地域の公園で遊

んだこと」「自分たちの住むまちの魅力が詰まった歌を作ったこと」「自分たちで描いた壁画を地

域に飾っていただいたこと」「横浜 FC、大口のまちの魅力を発信したこと」など、たくさんの方々

との関わりとふれあいに溢れた 6年間が綴られていました。卒業生の一言一言が、式に臨んだ人々

の心に届き、式場内は、優しくそして温かい気持ちで満たされました。 

 

本校の子どもたちは、多くの方々との関わり合いで、一歩一歩成長しています。この一年間も、

近隣の園児とのふれあい、入江川のせせらぎ観察、近隣の店舗や公共施設等でのインタビュー活動

と見つけた魅力の発信、地域の方と一緒に飛ばした紙飛行機、盲特別支援学校との関わり、たくさ

んの方々に披露した長縄パフォーマンス、手作り石けんの材料探し、近隣小学校との球技での交流

など、数え切れない関わりがありました。私もたくさんの活動を校内で目にしたり、校外学習に同

行したりしましたが、関わりの中で得られた気づきは、子どもたちにとって大切な学びと成長の糧

となっていました。 

 

明日より春休みに入ります。しばらくの間、子どもたちは地域の中で過ごすことが多くなります。 

事故や事件等に巻き込まれず、一人ひとりが安全に安心して過ごせるよう、周りの大人の目や声で

支えていただければ幸いです。また、4月 7日からは、進学、進級、新入学した子どもたちの学校

生活がスタートします。新しい学びと成長の中で、子どもたち一人ひとりの「笑顔」が見られるこ

とを期待しています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 


